
1/6 

平成19年６月１日 

規則第10号 

京都市路上喫煙等の禁止等に関する条例施行規則 

（用語） 

第１条 この規則において使用する用語は、京都市路上喫煙等の禁止等に関する条例（以

下「条例」という。）において使用する用語の例による。 

（路上喫煙等監視指導員） 

第２条 路上喫煙等の禁止等に係る啓発活動、路上喫煙等対策強化区域における指導、条

例第11条に規定する過料（以下「過料」という。）の処分及び徴収（以下「過料の処分等」

という。）その他の路上喫煙等の禁止等に関する事務を行わせるため、路上喫煙等監視指

導員（以下「指導員」という。）を置く。 

２ 指導員は、市長が任命する。 

３ 指導員は、路上喫煙等の禁止等に関する事務を行うときは、路上喫煙等監視指導員証

（第１号様式）を携帯し、関係者の請求があったときは、これを提示しなければならない。 

（過料の処分等に係る権限の委任） 

第３条 市長は、指導員に過料の処分等に係る権限を委任する。 

２ 市長は、必要があると認めるときは、過料の処分等に係る事務を自ら執行する。 

（標識の様式） 

第４条 条例第５条第４項に規定する標識の様式は、第２号様式による。 

（審議会の会長及び副会長） 

第５条 京都市路上喫煙等対策審議会（以下「審議会」という。）に会長及び副会長を置

く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（審議会の招集及び議事） 

第６条 審議会は、会長が招集する。ただし、会長及び副会長が在任しないときの審議会

は、市長が招集する。 

２ 会長は、会議の議長となる。 

３ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 
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４ 審議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決すると

ころによる。 

５ 審議会は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対して、意見の陳述、説明そ

の他の必要な協力を求めることができる。 

（審議会の庶務） 

第７条 審議会の庶務は、文化市民局において行う。 

（審議会に関する補則） 

第８条 この規則に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長が定める。 

（過料） 

第９条 過料の額は、1,000円とする。 

２ 過料の処分に係る地方自治法第255条の３第１項の規定による告知及び弁明の機会の

付与は、路上喫煙等に係る過料に処する旨の告知書（第３号様式）により行うものとする。 

３ 過料の処分の通知は、路上喫煙等に係る過料処分決定通知書（第４号様式）により行

うものとする。 

（補則） 

第10条 この規則の施行に関し必要な事項は、文化市民局長が定める。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成19年10月24日規則第47号） 

この規則は、平成19年11月１日から施行する。 

附 則（平成20年３月27日規則第75号） 

この規則は、平成20年６月１日から施行する。 

附 則（平成21年３月31日規則第99号） 

この規則は、平成21年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年３月１日規則第59号） 

この規則は、令和５年３月１日から施行する。 
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第3号様式(第9条関係) 

路上喫煙等に係る過料に処する旨の告知書 

様  路上喫煙等監視指導員        ㊞ 

住所 

電話    － 

告知の年月日      年  月  日 

 

あなたは、京都市路上喫煙等の禁止等に関する条例第 6条に違反して、路上喫煙等対

策強化区域において路上喫煙等を行ったので、同条例第 1 1条及び京都市路上喫煙等の

禁止等に関する条例施行規則第 9条第 1項の規定により金 1 , 0 0 0円の過料に処せら

れることとなります。 

違反行為の日時  年   月   日  午前 ・午後   時   分 

違反行為の場所 京都市 区 

この処分に先立ち、地方自治法第 2 5 5 条の 3 第 1 項の規定により、次のとおり弁

明の機会を付与します。 

弁 明 の 方 法 弁明を記載した書面の提出 

提 出 先 

 

提 出 期 限 令和 年 月 日 

 

注１ あなたに代わって、弁明の手続に関する一切の行為を行うことができる代理人を

選任することができます。この場合は、委任状の写しを提出してください。また、

代理人がその資格を失った場合も、その旨を書面で届け出てください。 

2 期限までに弁明書の提出がない場合は、弁明の機会を失います。 
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第 4号様式(第 9条関係) 

路上喫煙等に係る過料処分決定通知書 

様  路上喫煙等監視指導員        ㊞ 

住所 

電話    － 

通知の年月日      年  月  日 

 

あなたは、京都市路上喫煙等の禁止等に関する条例第 6条に違反して、路上喫煙等対

策強化区域において路上喫煙等を行ったので、同条例第１１条及び京都市路上喫煙等の

禁止等に関する条例施行規則第 9条第１項の規定により金１, 0 0 0円の過料に処しま

す。 

違反行為の日時  年   月   日  午前 ・午後   時   分 

違反行為の場所 京都市 区 

 

備考１ この通知書の記載事項に不服がある場合における救済の方法及び取消訴訟を行う

場合の被告とすべき者、出訴期間等を記載すること。 

  ２ 第３条第２項の規定により市長が自ら事務を行う場合は、この様式中「路上喫煙

等監視指導員   ㊞」とあるのは、「京都市長   印 」とする。 


